
自治体SDGsモデル事業名：
豊穣の地”みやづ” ｢日本三景天橋立｣と共に生きる、未来を拓く プロジェクト

提案者名：京都府宮津市

取組内容の概要：
｢奇跡の絶景“日本三景天橋立”｣「ふるさと“みやづ”」が誇る美しい自然環境と豊かな歴史・文化を守り活かしていくため、SDGｓな観光地
づくりや観光を核とした産業の活性化、若者の移住・定住の促進や関係人口の拡大、資源循環の促進による環境のまちづくりにより未来を
拓いていく。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

●取組①：大阪・関西万博を見据えた
インバウンド等の誘客と観光SDGsの推進

●取組②：ブルーオアシスエリア拡大による
観光産業を核とした地域経済の活性化

●取組③：一次産品の域内調達率を高める美食のまちづくり

●取組④：再生可能エネルギーを活用したエコ観光地づくり

●取組①：市民・事業者・観光客等と進めるプラスチック等資源循環の促進

●取組②：世界遺産登録を目指す「日本三景天橋立」と
歴史・文化資産、自然環境の保全・継承

観光産業の活性化と地域内の経済循環

循環型社会への転換と豊かな自然環境や歴史･文化･景観の保全・継承

●取組①：移住・定住・二地域居住の促進と
関係人口の創出・拡大

●取組②：みやづSDGsプラットフォームの充実

移住･定住環境の整備と人財の育成

【社会→経済 の相乗効果】
担い手不足の解消

人口増による地域内消費の拡大

【経済→社会 の相乗効果】
魅力ある雇用の創出による
移住・定住人口の増

環 境

経 済 社 会

【環境→経済 の相乗効果】
環境にやさしい観光地としての
ブランド化による誘客の促進

【経済→環境 の相乗効果】
サスティナブルツーリズムによる
自然環境保全意識の向上

【社会→環境 の相乗効果】
企業との連携による

資源循環や食品ロスの削減

【環境→社会 の相乗効果】
環境にやさしい取組による
シビックプライドの醸成

選ばれる観光地づくりで未来を拓く
「サスティナブルツーリズム」プロジェクト
●インバウンド等の誘客と観光SDGsの推進
●ブルーオアシスエリア拡大による

地域経済の活性化
●プラスチック等資源循環の促進
●みやづSDGsプラットフォームの充実

資料３


